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１．概要（Summary） 

在宅医療での小型検査装置に向けて、高感度検出が

可能な蛍光検出法を導入することが有力である。そこで、

今回早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構の設備を利用

して、蛍光検出システムにおいて必要な２種の流体を反

応させるための機構の検討を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

両面マスクアライナ 

 

【実験方法】 

反応機構の開発に向けて、両面マスクアライナ等を用い

ることで、モールドの作製、および流体デバイスの作製を

行った。ここで、反応部の構造は、Beom Seok Kim らに

よって開発されたマイクロミキサーを参考にした[1]。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製したマイクロ流体デバイスを Fig. 1 に示す。さらに、

デバイスを用いて行った流体評価の結果を Fig. 2 に示す。

液体の漏れがないことを確認した。今後このデバイスを使

って実験を進める予定である。 

 

Fig. 1 Picture of microfluidic device for mixing 

 
Fig. 2 Picture of evaluated microfluidic device  

 

４．その他・特記事項（Others） 

・装置を使用するにあたり、早稲田大学ナノライフ創新研

究機構 水野潤 研究院教授に多くの助言を得ましたこと

に感謝致します。 
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